
採択大学：慶應義塾大学（強化を図る機能：①、②）

連携大学：沖縄科学技術大学院大学 参画機関：ｷﾝｸﾞｽ･ｶﾚｯｼﾞ･ﾛﾝﾄﾞﾝ、ｹﾙﾝ大学、延世大学、ﾉｰｽｳｪｽﾀﾝ大学、国立台湾大学

取組内容の概要

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

「未来のコモンセンスをつくる研究大学」に成長していくプロセス

１．先行するWPI、COI-NEXTを核にして、領域横断研究を創出し成長させるための土壌（System）を整備

２．領域横断研究、課題解決、社会実装までを支援する体制を構築

３．国際的展開、学際的発展のため、沖縄科学技術大学院大学（OIST）と連携

・Research Showcaseの発信及び活用

・Research Developmentの活動

・Ideation & Activationの活動

・Research Commercialization活動
YIL (Yagami Innovation Laboratory)

10学部

14研究科

土壌

(System)

現在

10年後

5年後（事業終了後）

・特色ある拠点群
（WPI, COI-NEXT等）

・多様な研究者

・学問の社会実装
・研究エコシステムの実現

・拠点群の成長
・新拠点の創出
・拠点間の融合

実装

還元

社

会

学問によって社会を豊かにし、社会からの学問への信頼を高める「学問の社会実装」と、経済発展を促進する「起業家・実業家の創生」を実現し、

これらの挑戦に連携大学OISTや参画機関と共に世界の舞台で取り組むことで、実学の成果を未来のコモンセンスとして成就させる研究エコシステムを確立する。

ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学、ﾛﾝﾄﾞﾝ大学東洋ｱﾌﾘｶ研究学院、ｱﾗﾌﾞ首長国連邦大学

CRIK信濃町 (Center for Research and Incubation)

・研究成果に基づいたSU支援

・研究成果の権利化や技術移転

・研究戦略の導出戦略立案と展開

・イノベーション人材育成

研究連携
推進本部

Keio AI
Research
Center



塾長

研究担当／起業家教育・
支援担当 常任理事

学内

特色ある研究拠点群

全学組織として研究活動に係る諸施策を議論

支
援

活
用

新たに生まれる拠点

YIL (Yagami Innovation Laboratory) 新たに生まれる拠点

領域横断研究、課題解決、社会実装までを支援する体制

CRIK信濃町 (Center for Research and Incubation)

イノベーション推進本部

戦略企画室

起業家教育・支援担当 副理事

全学的社会実装HUB

慶應義塾の研究成果に基づいた
スタートアップの起業・成長支援

慶應義塾の研究成果の権利化・技術移転

技術移転＆アライアンス グループ

知的資産部門

スタートアップ部門

研究力向上支援HUB

グローバルリサーチインスティテュート (KGRI)

リサーチ・デべロップメント
ユニット

アイ・アンド・エー
ユニット

人文社会科学系
研究拠点形成支援HUB

リサーチ・ショーケース
ユニット

研究の基盤強化
研究の魅力顕在化

将来の研究エッジの発展 ニーズベースの課題受入
社会課題から研究への還元

人文社会科学系
研究拠点形成の窓口支援

URA・事務職員(学術研究支援部)による研究推進支援

J-PEAKS推進会議

塾長主催の下、J-PEAKS及び研究力向上のための諸活動の課題について議論・検討を行う

【連携大学】

・両大学に連携担当者を配置
→研究者・学生等の交流促進による共同研究の創出
→職員の交流を通じた大学の研究支援環境の国際化

【参画機関】

日本学術振興会

・海外大学を通じた、慶應の強みのある領域の発展

伴走チーム・サポーターへの相談・報告等

進捗状況の把握・助言等

実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

研究連携推進本部

(矢上)

本部長特別補佐がリエゾンを務める

全学組織として国際的活動に係る諸施策を展開

グローバル本部

国際担当 常任理事

慶應義塾の研究成果の導出戦略立案と展開

Keio AI
Research
Center

本部全体の戦略策定と実行
部門間の連携戦略
イノベーション人材育成

企画・運営チーム戦略的な
プロジェクトマネジメント



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

2年後 3年後 4年後 5年後～

2023 2024 2025 2026 2027 2028

領域横断研究を創出する土壌の肥沃化 (研究基盤の整備) 

全研究者情報のShowcaseシステム

及びポータルサイトの構築

情報発信 (オンライン, イベント)

(2) クラウド型研究データ基盤整備

拠点型研究/領域横断研究を創出するResearch Developmentの活動 

(2) 領域横断プロジェクト創出（Research Developmentの活動）

(3) 矢上イノベーション施設（YIL）の整備

イノベーション創出から社会実装を育む土壌 (Research Commercializationの活動) 

大型産学連携共同研究支援

インキュベーションプログラム (KSIP)

信濃町インキュベーション施設 (CRIK信濃町)

整備・運営

大学イノベーション理論調査

国際的展開 

(1) 連携大学OISTを介した国際化

(2) 参画大学との交流･連携による国際化

世界に伍する研究拠点をシリアルに創出する仕組みの創成

(3) 情報循環型の未来医療の実現

1年後

(1)研究フロンティアの開拓と

Research Showcaseの制作

(1) 資源循環型都市デザインによるまちづくり

(1) Ideation & Activation　(智の形成と活用) の活動

(2) 全学的社会実装支援

　　　　　HUB体制の整備

(4) イノベーションを担う人材の育成 アントレプレナーシップ教育

インパクトの評価の実行を担う教育プログラム

生体膜タンパク質のナノレベル三次元微細構造・機能解析国際拠点構築

ﾃｽﾄ運用 (研究者情報のカバー率)調査

・構築開始
➡運用開始 ➡本格運用

研究紹介ビデオ制作,  メールニュース配信, 研究者交流会の開催等

■
一括契約

Showcaseシステムとの連携
データ基盤整備、高度リポジトリの実装 レビュー

CryoEM導入■YIL建築工事 YILの利用・相互利用の開始

ｷｬﾗﾊﾞﾝ型ﾗﾎﾞ
■ 自治体連携検討試験運用 実行 複数自治体へ展開 シンポジウム開催

URA雇用 増強

共同研究コーディネート
新たな拠点候補プロジェクト支援

YIL建築工事
・異分野間ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

・企業向けWS開催

・ｵｰﾌﾟﾝｻｲｴﾝｽ活動の開始・展開

・量子コンピュータを利用したWSの開催

ﾎﾟｽﾄ情報・ﾃﾞｼﾞﾀﾙの

URA雇用 → 手法検討・体系化→ 課題受入れ ニーズ先読み分析, 持続化策検討

インセンティブ制度設計→導入 評価・見直し

整備開始

URA増強 → 拠点等ニーズ調査・協働体制検討→ 伴走支援

改修工事

■

■

URA雇用, 誘致 イベント開催・ブランディング (入居率)

コンセプト設計・コンテンツ準備 客員起業家による伴走支援・資金調達支援等
CRIK信濃町での

入居促進

ﾃﾞｰﾀ基盤・病院内連携整備
■機器類導入

企業・自治体

ﾃﾞｰﾀとの連携

CRIK信濃町入居ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟとの共同研究支援

共同研究促進活動

慶應病院でPOC取得 共同研究成果の社会実装

企業のﾃﾞｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸを活用した

国際展開

特任教員雇用 → 調査 報告書作成 提言起草
提言を学内外に公開

大学経営改革への反映

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容検討・開講準備 ３プログラムの開講→→→→→→ 単位認定講座化→継続

体制構築 評価手法国内発表→→→国際発表
教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃｽﾄ→→→実施

評価手法ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ , ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ継続

研究者の往来・滞在による共同研究促進

若手研究者・ポスドク・技術スタッフ・事務職同士の交流

参画機関との交流

先端的なデータ基盤の整備

スペース整備 研究機器の導入等
性能評価・技術開発

異分野融合研究 →

・準備

新学術領域の展開

研究機器

導入
都市の資源ﾓﾆﾀﾘﾝｸの新領域確立

AI・量子計算を用いた構造予測システム開発

解析支援の実施

検討

検討

準備
雇用

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容開発

連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

獲得準備→配置



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

①
学内における領域横断研究プロジェクトの
組成数

42件 55件 80件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
学内研究者の棚卸率（全専任教員数に
対する割合）(%)

ー 10％ 25％ 50％ 100％ 100％ 100％

① 特筆する研究内容の発信回数（件） 9件 30件 30件 30件 30件 30件 30件

①
研究者の研究内容紹介ビデオの作成
（件）

ー 40件 40件 40件 40件 40件 40件

※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

①

整備したデータ基盤（特に秘密計算や
Federated Learning、ブロックチェーンな
どを含む）を用いた社会課題解決の実施
件数（累計）

ー 10件 20件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
秘密計算、Federated learning、ブロッ
クチェーン計算の共同研究や社会実装事
業での利用数（件）

ー 3件 6件 10件 15件 20件 30件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標© 申請時点 ５年後 10年後

②
本事業により「資源モニタリング」を実施する
自治体の数

1 5 10

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

② キャラバンラボでの出張フィールド実験回数 ー 1回 5回 10回 20回 30回 50回

※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

②
KGRI I&A部門を通じて行われた社会課
題解決プロジェクトの実施件数、この活動
から始まった研究の論文数（累計）

ー
プロジェクト30件
論文数10本

プロジェクト80件
論文数30本

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
KGRI I&A部門による社会課題の受け入
れと適切な学知技術のマッチング数（累
計）

ー 3件 10件 20件 30件 50件 100件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓔ 申請時点 ５年後 10年後

①②
YIL、CRIK信濃町に入居したスタートアッ
プの雇用創出総数

ー 300名（累積1080名） 300名（累積2580名）

①②
YIL、CRIK信濃町に入居したスタートアッ
プのIPO数（累計）

ー 0社 3社

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②
施設における入居企業数（社）
YIL（新規分）
CRIK信濃町

ー
ー

0社
12社

3社
20社

5社
36社

5社
36社

5社
40社

5社
40社

①②
施設における共同研究数（件）
YIL（新規分）
CRIK信濃町

ー
ー

0件
6件

13件
12件

25件
18件

25件
24件

25件
30件

35件
30件

①②
施設における共同研究受入額（億円）
YIL（新規）
CRIK信濃町

ー
ー

0億円
1.4億円

0.7億円
1.2億円

1.3億円
6.5億円

1.3億円
6.5億円

1.5億円
11.5億円

1.7億円
11.5億円

機能 アウトカム指標Ⓕ 申請時点 ５年後 10年後

②
急性期治療後の縦断的なデータを用いた
新たな研究シーズ、ビジネスシーズの開発
に向けた共同研究の数

3件 50件 200件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
点ではなく病院連携、地域・在宅、デジタ
ルにおいて線・面での支援を行うための参
画事業者等数の増大

ー 28 35 80 100 200 500



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓗ 申請時点 ５年後 10年後

②
アントレプレナーシップ醸成講座受講者によ
るスタートアップ起業数（累計）

ー 3社 10社

②
アントレプレナーシップ醸成講座受講者が
起業したスタートアップの企業評価額の合
計額（累計）

ー 3億円 30億円

②
アントレプレナーシップ醸成講座受講者が
起業したスタートアップ資金調達金額（累
計）

ー 3000万円 3億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
アントレプレナーシップ醸成講座受講者数
（名）

ー 0名 30名 60名 90名 90名 90名

※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓖ 申請時点 ５年後 10年後

②
イノベーションの理論研究の成果に基づい
た提言創出数（累計）

ー 1本 2本

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
イノベーションに関する理論研究によって発
表される成果数（本）（累計）

ー 1 2 3 4 5 10



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓘ 申請時点 ５年後 10年後

②
インパクト評価手法の開発及び評価の実
行を担う人材の育成プログラム受講者が関
与したIMM実施機関数（累計）

ー 3機関 10機関

②

インパクト評価手法の開発及び評価の実
行を担う人材の育成プログラム受講者が関
与したIMM実施機関によるインパクト投資
の実行額（累計）

ー 300億円 1000億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
インパクト評価手法の開発及び評価の実
行を担う人材の育成プログラム受講者数
（名）

ー 0名 10名 20名 20名 20名 20名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和６年11月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓙ 申請時点 ５年後 10年後

①
本事業より創出されるOISTとの共同研究
による論文数（累計）

ー 15本 55本

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
本事業での連携による、慶應→OISTの
訪問研究者数（名）

ー 10名 20名 30名 50名 80名 100名

①
本事業での連携による、慶應→OISTとの
共同研究数（件）

ー 2件 4件 6件 8件 10件 20件

①
Keio-OISTショーケースイベント開催数
（件）（累計）

4件 6件 8件 10件 12件 14件 24件

①
本事業での連携による、慶應→OIST派
遣若手研究者・ポスドク数（名）

ー 3名 4名 5名 7名 10名 20名

① MD・PhDコース入学者数（名） ー 1名 1名 1名 1名 1名 1名

①
事務・URA職員 慶應→OIST派遣者数
（名）

ー 3名 3名 4名 5名 6名 10名

機能 アウトカム指標Ⓚ 申請時点 ５年後 10年後

①
クライオトモグラフィー（CryoET）を用いた
in situでの構造解析論文数（累計）

ー 10本 50本

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
Bio2Q内外からの構造解析支援実績
（件）

ー 3件 5件 10件 15件 15件 15件

①
AIおよび量子計算を用いた膜タンパク質の
構造予測システムの開発（％）

ー 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

「慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート
（KGRI）」を核とした、分野融合研究を促進し、拠点型
研究プロジェクトを創出する「Research Development」
体制の強化

先行する特色ある研究拠
点群（WPI、COI-
NEXT）を好事例として、
領域横断研究を創出す
る活動を準備している。

人文・社会科学系をはじ
めとする新たな研究拠点
が複数立ち上がり、連携
大学および参画機関と協
働した研究プロジェクトや
研究センター等による多
数の拠点型研究が行わ
れている。

拠点型の研究の成果が
国内外に発信され、さらに
新たな研究プロジェクトを
呼び込み、研究プロジェク
トや研究センターによる拠
点型研究数もさらに伸び
続け、本学の研究力強化
が実現されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

本学内の部門を跨いだ「慶應義塾大学グローバルリサーチ
インスティテュート（KGRI）」傘下の共同研究プロジェクト
または研究センター数

42 55 80

※本指標は令和６年11月時点のもの



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

外部資金の資金源の多元化・多様化による次なる研究へ
の投資基盤確立の観点から、「慶應義塾大学グローバルリ
サーチインスティテュート（KGRI）」や「特色ある研究拠
点」等から生まれる研究成果に基づく社会実装活動支援
（Research Commercialization）の推進

研究活動の社会実装に
特に熱心な一部の研究
者を対象とし、イノベーショ
ン推進本部が個別に起
業支援などの活動を行っ
ている。特色ある研究拠
点全体やKGRIと連携す
る組織的活動を構想して
いる。

KGRI内の研究プロジェク
トや研究センターおよび特
色のある研究拠点群で推
進される研究のシーズ情
報をイノベーション推進本
部が広く入手・情報共有
できる学内体制が整い、
多様な学内シーズに対し
て社会実装に向けた組織
的な支援活動（特許出
願、起業支援、ライセンシ
ング等）が進んでいる。

KGRIや各拠点に由来す
る研究シーズに基づく起業，
事業会社とのアライアンス
やライセンス活動が定常
的に生まれており、その対
価として大学へ還元された
収入が次世代の学内活
動に活かされている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

「CRIK信濃町（Center for Research and 
Incubation, Keio University）」や「YIL（矢上イノ
ベーションラボ）」などの社会実装拠点活動等による共同
研究費受入額

― 13億円 13.2億円

※本指標は令和６年11月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

学外から課題を受け入れ様々な学知が協働してその解決
に向け対応する組織体制、および受け入れた民間資金を
原資とする研究者のインセンティブ制度の整備

Ideation & Activation
（智の形成と活用）とい
うコンセプトを提唱し、
KGRIに「課題ワンストップ
受入解決ユニット」の設置
を提案した。

プロジェクト数が拡大し、
自走するための経営基盤
および事業基盤を構築し
ている。

独立した組織として、多数
のプロジェクトに対応できる
規模に成長している。また、
活動を通して得られた学
知から、新しい価値が生ま
れている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

学術研究の知見をもとにした社会課題（経営的課題含
む）への方略提案数および学知への還元による学術書・
論文（査読付きプロシーディングス含む）数

―
方略提案数10件

学術書・論文数5本
方略提案数20件

学術書・論文数13本

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：社会実装に関する指標１】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

大学発スタートアップ創出に向けた全学レベルのインキュ
ベーションプログラム「慶應スタートアップインキュベーションプ
ログラム（KSIP）」の推進

体系的な起業支援、起
業支援のコミュニティ形成
等を推進する全学的なイ
ンキュベーションプログラム
（KSIP）の企画準備を
進めておりローンチ前の段
階。

KSIPの存在が本学の研
究シーズの社会実装を目
指す教員・研究者に広く
認知されており、知的資
産を有する教員・研究者
からの定常的に支援要請
がある。客員起業家や支
援者プログラムの登録者
数が年々増加し、研究
シーズの事業化に向けた
ミートアップやコミュニティ形
成が進み、起業とその後
の資金調達、加えて大学
から当該スタートアップへの
技術移転が進んでいる。

KSIPの存在が本学の研
究シーズの社会実装を目
指す教員・研究者に広く
認知されており、客員起
業家や支援者プログラム
の登録者による研究シー
ズの事業化が進んでいる
状態（必ずしも研究者が
起業意向を示さずとも起
業化が進んでいる状態）。
KSIPを卒業した企業が
成長し、またその数も増加
しており、KSIPアルムナイ
企業がKSIPコミュニティへ
の育成観点での還元を行
うなどの「慶應義塾大学ス
タートアップ・エコシステム」
が強化されている。

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：社会実装に関する指標２】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

知財強化体制の拡充

知財担当者が各特色あ
る研究拠点等に分散して
おり担当者の価値観と能
力によって案件に対応。
研究者への知財教育が
部分的に行われていた。

各拠点に配置された知財
担当者が学内の社会実
装方針（スタートアップ、
事業会社での実施）に
従って、各ステークホルダー
と連携して知財化、社会
実装化する体制で業務
遂行しており、この体制に
よってサポートされた知財
が社会実装されている。さ
らに拠点間の連携によって
生まれる新しい技術につい
てもサポートされている。研
究者への知財教育がオン
デマンドとなり拠点差が生
まれない状況になっている。

拠点間の連携によって生
まれる新しい技術を基に
権利化された知財権が社
会実装され、還元されたリ
ソースによって新しい技術
が生まれる好循環が形成
されている。

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：社会実装に関する指標３】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

技術移転体制の強化

企業等からのライセンス収
入を最大化するために、ラ
イセンス等に関する交渉
力を高度化すべく全学の
基本的ガイドライン等を策
定している。また、そこにス
タートアップからエクイティに
よる還元を受ける指針を
盛り込むための準備を行っ
ている。

ライセンス等に関する基本
的ガイドラインに従って知
財等を移転するための交
渉が行われることによって、
企業等からのライセンス収
入が増加している。定めら
れたスタートアップへの技
術移転方針に従って、技
術が移転されている。一
時金および／またはエクイ
ティによる還元によって知
財収入が増加している。

ライセンス等に関する基本
的ガイドライン及び定めら
れたスタートアップへの技
術移転方針に従って、企
業やスタートアップに技術
が移転されており、拡大し
た一時金およびエクイティ
による還元によって知財収
入を基に新しい技術が生
まれる好循環が形成され
ている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

大学発スタートアップ創出数 236社 350社 450社

※本指標は令和６年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外連携機関（参画大学等）との組織的な連携・交流

これまでの本学の海外連
携実績を土台に、海外連
携機関（参画大学等）
との組織的な連携へ向け
た協議体制の構築を準
備している。

海外連携機関を新たに参
入させつつ、戦略的な研
究交流・人材交流を促進
し、国際共同研究を実施
している。

海外連携機関と一定の
規模感を備えた国際共同
研究を継続的に展開する
ことによって、本学の研究
力強化が実現されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外機関との組織対組織の新規研究連携協定数 ― 10件 20件

※本指標は令和7年11月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


